
建
設
職
人
基
本
法
制
定
を

人
が
参
集
し
祝
う

建
設
職
人
基
本
法
説
明
会

ご
臨
席
の
国
会
議
員

建設職人基本法超党派国会議員フォローアップ推進会議が発足

國松会長あいさつ（抜粋）

“建設職人基本法”制定記念祝賀会を開催‼
アンケートを通じて建設業に従事するすべての皆様の意見を国政へ！
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日
本
建
設
職
人
社
会
振
興
連
盟
︵
國
松
孝
次
会
長
︶
は
２
月

日

東
京
都

港
区
の
明
治
記
念
館
で
﹁
建
設
職
人
基
本
法
制
定
記
念
祝
賀
会
﹂
を
開
催
し
ま

し
た

昨
年
末
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
﹁
建
設
工
事
従
事
者
の
安
全
及
び
健
康

の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
﹂
︵
通
称
・
建
設
職
人
基
本
法
︶
が
議
員
立
法

で
成
立
し
た
こ
と
を

１
１
１
人
の
国
会
議
員
を
含
む
約
１
４
０
０
人
が
参
加

し

と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た

祝
賀
会
前
に
は

同
連
盟
の
臨
時

総
会
お
よ
び
建
設
職
人
基
本
法
説
明
会
を
併
せ
て
開
催

同
連
盟
で
は
今
後


同
法
の
具
現
化
の
た
め
に
建
設
工
事
従
事
者
す
べ
て
の
皆
様︵
企
業
経
営
者


一
人
親
方

職
人

一
般
作
業
員

事
務
職
な
ど
︶
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ

る
べ
く

﹁
建
設
職
人
基
本
法
具
現
化
の
た
め
の
ア
ン
ケ

ト
﹂
を
実
施
し
ま

す

建
設
業
に
従
事
す
る
皆
様
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
に

ぜ
ひ
ア
ン
ケ


ト
の
ご
提
出
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す


中
川
康
洋
衆
議
院
議
員

務
台
俊
介
衆
議
院
議
員

櫻
田
義
孝
衆
議
院
議
員

椎
木
保
衆
議
院
議
員

本
村
伸
子
衆
議
院
議
員

小
宮
山
泰
子
衆
議
院
議
員

中
野
正
志
参
議
院
議
員

　２月８日、建設職人基本法超党派国会
議員フォローアップ推進会議が発足しま
した。
　同会議では、建設職人基本法の基本計
画の策定に向けて、行政に対するチェッ
ク、指導が当面の課題となっている中で、
建設工事従事者の意見、要望を広く集め

るために「建設職人基本法具現化のため
のアンケート」の提出を呼び掛けていま
す。
　この会議は、日本建設職人社会振興議
員連盟会長の二階俊博衆議院議員が議長
となり、現在、政党の枠組みを超えた超
党派の国会議員人が参加しています。

議　長
二階俊博氏
（自　民）

議長代行
井上義久氏
（公　明）

議長代理
林幹雄氏
（自　民）

議長代理
増子輝彦氏
（民　進）

幹事長
櫻田義孝氏
（自　民）

幹事長代理
福井照氏
（自　民）

幹事長代理
伊藤渉氏
（公　明）

幹事長代理
佐藤英道氏
（公　明）

幹事長代理
藤末健三氏
（民　進）

事務局長
西村明宏氏
（自　民）

幹　事
椎木保氏
（維　新）

幹　事
本村伸子氏
（共　産）

事務局次長
中川康洋氏
（公　明）

事務局次長
牧島かれん氏
（自　民）

事務局次長
泉健太氏
（民　進）

幹　事
青木愛氏
（自　由）

幹　事
又市征治氏
（社　民）

幹　事
中野正志氏
（こころ）

古
尾
谷
光
男
全
国
知
事
会

事
務
総
長
　
　
　
　
　
　

寺
井
茂
幸
全
国
中
小
建
築

工
事
業
団
体
連
合
会
会
長

岩
崎
一
雄
経
団
連
政
治
・

社
会
本
部
長
　
　
　
　
　

清
水
顕
一
全
国
建
設
労
働
組
合

総
連
合
書
記
次
長
　
　
　
　
　

小
沼
直
人
日
本
建
設
機
械

レ
ン
タ
ル
協
会
副
会
長
　

小
野
辰
雄
全
国
仮
設
安
全
事
業

協
同
組
合
理
事
長
　
　
　
　
　

石
原
信
雄
日
本
建
設
職
人
社
会

振
興
連
盟
諮
問
会
議
議
長
　
　

高
村
正
彦
衆
議
院
議
員

二
階
俊
博
衆
議
院
議

井
上
義
久
衆
議
院
議
員

増
子
輝
彦
参
議
院
議
員

金
子
恵
美
総
務
大
臣
政
務
官

堀
内
詔
子
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官

井
原
巧
経
済
産
業
大
臣
政
務

根
本
幸
典
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

漆
原
良
夫
衆
議
院
議
員

衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員

太
田
昭
宏
衆
議
院
議
員

大
畠
章
宏
衆
議
院
議
員

穀
田
恵
二
衆
議
院
議
員

藤
末
健
三
参
議
院
議
員

前
原
誠
司
衆
議
院
議
員

古
屋
圭
司
衆
議
院
議
員

林
幹
雄
衆
議
院
議
員


鳥
修
一
衆
議
院
議
員

　建設現場は、きつい、汚い、
危険の３Ｋ職場の典型といわ
れ、これが一つの原因となり、
職人不足が深刻となり、建設
業の将来が危ぶまれている。

建設職人基本法は、公共工事、
民間工事を問わず、こうした
状況を正面から捉え、すべて
の建設現場における建設職人
の安全と健康の確保と処遇改
善、そして、地位の向上を図
るものだ。まさに、建設職人に
とって希望の光となるもの。

今後は、基本計画策定にあた
り、現場が抱える具体的な課
題の解決のために、方策の検
討が必要となる。アンケート
を実施し、現場で働く建設職
人の『生の声』を基本計画に
反映させていくため、ご支援
をいただきたい。建設職人和太鼓光陽会

　
日
本
建
設
職
人
社
会
振
興
連
盟

は

祝
賀
会
に
先
立
ち

午
後
３
時


分
よ
り
明
治
記
念
館
曙
の
間
に
お

い
て
建
設
職
人
基
本
法
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た

本
法
制
定
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
国
会
議
員
の
先
生
方
に

よ
り
参
加
者
約
８
０
０
人
に
対
し


法
律
説
明
を
行
い
ま
し
た


　
説
明
を
行

た
の
は

建
設
職
人

基
本
法
超
党
派
国
会
議
員
フ

ロ


ア

プ
推
進
会
議
幹
事
長
の
櫻
田
義

孝
衆
議
院
議
員
︵
自
民
︶

日
本
建

設
職
人
社
会
振
興
議
員
連
盟
法
制
化

チ

ム
主
査
の
務
台
俊
介
衆
議
院
議

員︵
自
民
︶同
じ
く
中
川
康
洋
衆
議

院
議
員
︵
公
明
︶

民
進
党
建
設
職

人
の
安
全
・
地
位
向
上
推
進
議
員
連

盟
の
小
宮
山
泰
子
衆
議
院
議
員
︵
民

進
︶

本
村
伸
子
衆
議
院
議
員
︵
共

産
︶椎
木
保
衆
議
院
議
員︵
維
新
︶

中
野
正
志
参
議
院
議
員
︵
こ
こ
ろ
︶

の
７
人
ま
た
輿
水
恵
一︵
公
明
︶

衆
議
院
議
員
も
出
席
さ
れ
ま
し
た


　

衆
議
院
議
員


　
逢
沢
一
郎
氏

青
柳
陽
一
郎
氏


青
山
周
平
氏

秋
元
司
氏

泉
健
太

氏
伊
藤
信
太
郎
氏
伊
東
良
孝
氏


井
上
義
久
氏

岩
田
和
親
氏

上
田

勇
氏

漆
原
良
夫
氏

衛
藤
征
士
郎

氏

逢
坂
誠
二
氏

大
岡
敏
孝
氏


太
田
昭
宏
氏

大
西
英
男
氏

大
畠

章
宏
氏

大
見
正
氏

鬼
木
誠
氏


勝
沼
栄
明
氏

門
博
文
氏

金
子
め

ぐ
み
氏

神
山
佐
市
氏

亀
岡
偉
民

氏

木
内
均
氏

北
村
誠
吾
氏

木
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太
郎
氏

高
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正
彦
氏
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二
氏
小
島
敏
文
氏
輿
水
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一
氏


小
松
裕
氏

小
宮
山
泰
子
氏

坂
井

学
氏
坂
本
哲
志
氏
櫻
田
義
孝
氏


左
藤
章
氏
椎
木
保
氏
塩
谷
立
氏


重
徳
和
彦
氏

清
水
忠
史
氏

菅
原

一
秀
氏

鈴
木
淳
司
氏

鈴
木
克
昌

氏

瀬
戸
隆
一
氏


鳥
修
一
氏


高
橋
ひ
な
こ
氏

武
部
新
氏

田
中

和
徳
氏
谷
川
と
む
氏
田
畑
毅
氏


津
島
淳
氏

津
村
啓
介
氏

寺
田
稔

氏
冨
樫
博
之
氏
豊
田
真
由
子
氏


長
尾
た
か
し
氏

中
川
康
洋
氏

長

島
忠
美
氏

二
階
俊
博
氏

西
村
明

宏
氏

西
銘
恒
三
郎
氏

根
本
幸
典

氏

野
田
毅
氏

野
中
厚
氏

初
鹿

明
博
氏
林
幹
雄
氏
原
田
憲
治
氏


福
島
伸
享
氏

古
川
康
氏

古
川
元

久
氏
古
屋
圭
司
氏
星
野
剛
士
氏


細
田
健
一
氏

堀
内
詔
子
氏

前
原

誠
司
氏

牧
島
か
れ
ん
氏

牧
原
秀

樹
氏
松
原
仁
氏
三

林
裕
巳
氏


宮
川
典
子
氏

務
台
俊
介
氏

本
村

伸
子
氏

山
尾
志
桜
里
氏

吉
川
貴

盛
氏

渡
辺
博
道
氏

　

参
議
院
議
員


　
青
木
愛
氏

石
井
正
弘
氏

磯
崎

陽
輔
氏

井
原
巧
氏

今
井
絵
理
子

氏

江
島
潔
氏

大
野
泰
正
氏

大

野
元
裕
氏

北
村
経
夫
氏

上
月
良

祐
氏

桜
井
充
氏

豊
田
俊
郎
氏


中
西
哲
氏

中
野
正
志
氏

野
田
国

義
氏
藤
末
健
三
氏
藤
田
幸
久
氏


舞
立
昇
治
氏

増
子
輝
彦
氏

松
川

る
い
氏

室
井
邦
彦
氏

矢
倉
克
夫

氏

山
添
拓
氏

渡
辺
猛
之
氏

　

前
衆
議
院
議
員


　
上
杉
光
弘
氏

　
午
後
４
時

分

明
治
記
念

館
富
士
の
間
に
青
年
部
の
﹃
３

６
５
歩
の
マ

チ
﹄
の
合
唱
が

響
き
渡
る
中

本
法
制
定
に
尽

力
さ
れ
た
１
１
１
人
の
国
会
議

員
が
入
場

続
い
て
青
年
部
大

仲
孝
明
副
会
長
に
よ
る
力
強
い

開
会
宣
言
で
祝
賀
会
の
幕
が
開

き
ま
し
た

さ
ら
に


鳥
修

一
衆
議
院
議
員
に
よ
る
国
歌
斉

唱

黙
祷
と
続
き

國
松
孝
次

会
長
お
よ
び
石
原
信
雄
諮
問
会

議
議
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
ま

し
た


　
そ
の
後

全
国
知
事
会
の
古

尾
谷
光
男
事
務
総
長

一
般
社

団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会

の
岩
崎
一
雄
政
治
・
社
会
本
部

長

一
般
社
団
法
人
全
国
中
小

建
築
工
事
業
団
体
連
合
会
の
寺

井
茂
幸
会
長

全
国
建
設
労
働

組
合
総
連
合
の
清
水
顕
一
書
記

次
長

一
般
社
団
法
人
日
本
建

設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
の
小
沼

直
人
副
会
長

全
国
仮
設
安
全

事
業
協
同
組
合
の
小
野
辰
雄
理

事
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
建

設
業
が
変
わ
る

　
小
野
理
事
長
は
﹁
こ
の
法
律

の
制
定
は
憲
政
史
上
の
最
大
の

快
挙
だ
と
私
は
思
う

国
会
議

員
の
先
生
方
や
連
盟
会
員
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
成
し
遂
げ
た

革
新
だ

皆
さ
ん
の
人
生
や
将

来

建
設
業
の
す
べ
て
が
変
わ


て
く
る

こ
の
法
律
は
基
本

法
の
位
置
付
け
で
あ
り

今
後

は
個
別
法
の
制
定

施
策
の
推

進
に
向
け
た
政
府
の
基
本
計
画

策
定
な
ど
注
力
し
て
い
き
た

い
﹂
と
喜
び
と
今
後
の
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た


　
あ
い
さ
つ
の
後

青
年
部
小

岸
昭
義
会
長
ほ
か
一
同
に
よ
る

﹁
や
る
ぞ
！
　
我
ら
が
希
望
の

太
陽
！
　
﹃
歓
喜
﹄
と
﹃
や
る

ぞ
﹄
の
鬨
の
声
﹂
と
題
し
た
決

意
表
明
が
行
わ
れ
た
ほ
か

国

土
交
通
省

経
済
産
業
省

厚

生
労
働
省

総
務
省
の
各
省
政

務
官
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た


　
乾
杯
の
発
声
は

建
設
職
人

基
本
法
超
党
派
国
会
議
員
フ


ロ

ア

プ
推
進
会
議
幹
事
長

の
櫻
田
義
孝
衆
議
院
議
員

日

本
建
設
職
人
社
会
振
興
議
員
連

盟
最
高
顧
問
高
村
正
彦
衆
議
院

議
員

同
会
長
の
二
階
俊
博
衆

議
院
議
員
は
じ
め
多
く
の
ご
臨

席
い
た
だ
い
た
国
会
議
員
の
先

生
方
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た


喜
び
を
分
か
ち
合
う

　
祝
賀
会
に
は

１
４
０
０
人

が
集
ま
り

会
場
か
ら
あ
ふ
れ

出
す
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た

ま

た

こ
の
日
の
た
め
に
結
成
さ

れ
た
﹁
建
設
職
人
和
太
鼓
光
陽

会
﹂
に
よ
る
壮
麗
な
和
太
鼓
演

奏
が
随
所
に
行
わ
れ

祝
賀
ム


ド
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し

た


　
午
後
６
時

分

近
藤
昌
三

副
理
事
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
が

行
わ
れ

参
加
者
は
建
設
職
人

基
本
法
制
定
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た


第
一
次
集
計
は

今
月

日
ま
で

　
２
月

日
発
行
号
の
本
新
聞
に
掲

載
し
た
﹁
建
設
職
人
基
本
法
具
現
化

の
た
め
の
ア
ン
ケ

ト
﹂に
つ
い
て


３
月

日
を
第
一
次
集
計
期
限
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

ア
ン

ケ

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
連
盟
ホ

ム
ペ

ジ︵http://

www.kenshokusharen.jp

︶
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ

ド
い
た
だ
け
ま
す


　
ま
た

用
紙
を
ご
希
望
の
方
は


日
本
建
設
職
人
社
会
振
興
連
盟
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︵
電
話
・


｜
３
６
３
９
｜
０
６
５
０
︶



